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研究成果の概要（和文）：　東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会が公表している「持続可能
性コンセプト」をみても、今日の持続可能性の概念は、環境負荷の最小化や自然との共生、環境意識の啓発な
ど、これまでの環境の側面だけではなく、人権や労働環境への配慮、サプライチェーンの管理などまで意義が拡
大していることが分かる。今後、オリンピックに注がれる世界の目はさらに厳しさを増していくだろう。将来に
わたりオリンピックの大会自体を持続可能なものにしていくためには、世界に向けて健全な環境の必要性に対す
る認識を高め徹底するとともに、環境問題を含めた広範な社会問題に対する配慮や取り組みがより一層求められ
ていくことに違いない。

研究成果の概要（英文）：Examining the sustainability concept announced by the Tokyo Organising 
Committee of the Olympic and Paralympic Games reveals that the concept of sustainability today goes 
beyond just environmental aspects, such as minimizing environmental costs, coexisting with nature, 
and spreading awareness about the environment; its meaning has expanded to considering human rights 
and work environments and supply chain management. The scrutiny of the world on the Olympics is sure
 to only become stricter in the future. To make the Olympic Games sustainable well into the future, 
it will without a doubt be necessary not only to raise worldwide awareness of the necessity of a 
healthy environment, but to also consider and launch initiatives to solve environmental issues that 
include social issues within their scope.

研究分野： スポーツ哲学、スポーツ教育学、オリンピック教育

キーワード： スポーツと環境　持続可能性　Tokyo 2020　オリンピック教育　オリンピズム　SDGs
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　環境保全は終わりのない活動と言われるほど、将来にわたって気を長く持ち、忍耐力、継続力の必要な活動ゆ
えに、その成果がどこまで実を結んでいるのかという点については依然捗々しい成果が得られているとは言えな
い。このような状況の中で、現実的な環境についての哲学的・倫理的考察は極めて重要かつ対応を迫れている。
今後、スポーツの持続可能性のためには、環境問題を含めた広範な社会問題に対する配慮や取り組みがより一層
求められるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

1980 年代に入り環境問題への関心が高まり、経済成長のみを重視するのではなく、「環境保

全」と「経済発展」を両立させた新しい方式として「Sustainable Development（持続可能な開

発）」が提案された。この持続可能な開発の概念に従って、国際連合を中心とした国際機関

は、1992 年にブラジル・リオデジャネイロで開かれた地球サミットにおいて、環境を破壊しな

い開発を行うことを原則とする「リオ宣言」とともに、地球規模の行動計画である「アジェン

ダ 21」を採択した。しかしリオでのサミットから 30年ほど経つものの、残念ながら目標達成

どころか全体的には気候変動による地球温暖化や大気汚染、海洋汚染、オゾン層の破壊、酸性

雨、広範な砂漠化、有害廃棄物の越境移動、生物多様性の減少や種の絶滅、乱伐、水不足にい

たるまで、世界規模の環境問題は悪化の一途をたどっている。さらに天然資源はかつてない速

さで消え去りつつあり、依然として環境問題の解決に向けて行動を起こす必要があるという社

会的な合意形成がなされないまま持続不可能な行動によって汚染が生じ、地域の生態系だけで

なく地球環境にとっても脅威となっているのが現状といえる。 

そうした諸問題への対応として、近年、スポーツ競技団体をはじめ、スポーツ関連企業におい

てエコ活動の実践が見受けられるようになってきたものの、環境保全は終わりのない活動と言

われるほど、将来にわたって気を長く持ち、忍耐力、継続力の必要な活動ゆえに、その成果が

どこまで実を結んでいるのかという点については依然捗々しい成果が得られているとは言えな

い。 

地球環境問題はスポーツ活動と密接に関係する。スポーツ活動のためのインフラ整備によって

自然環境を壊してしまう恐れもあるし、また悪化した環境は、スポーツ実施者の健康を害する

ものにもなる。大気汚染、水質汚染、地球温暖化現象による異常気象やオゾン層の破壊による

過度の紫外線、自然棲息地の消失、汚染物質、殺虫剤の残留、室内空気の質、そしてタバコの

煙までもがアスリートやスポーツ愛好者の健康に影響を与える環境問題として挙げられる。 

このように地球環境の悪化は、スポーツの存在自体に関わる重要な問題であるにもかかわら

ず、日本のスポーツ研究の分野において「スポーツと地球環境」の問題に関する研究がこれま

でほとんど為されていないのが現状である。 

 
２．研究の目的 

本研究は、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けて、オリンピッ

クの精神（オリンピズム）の 3本柱に位置付けられている「環境」について「スポーツ」とい

う立場から啓発推進のための資料を提供することを目的とする。こうした一連の環境保護や保

全をはじめとした実践活動は、気候変動や地球環境問題といった人類の将来の生存と繁栄にと

って差し迫ったグローバルな課題に対する関心をも高めることが期待される。 

 
３．研究の方法 

環境問題を考察するにあたり、環境倫理の観点からのアプローチも加えられる。これは環境

に関する教育内容の充実に関しての基礎的理論と成り得るものであり、学校教育だけにとどま

らずスポーツ界で取り組まれる環境プログラムの構築に多くの示唆を与えるという点において

意義を有する。 

 そこでユースオリンピック競技大会(YOG)や直近のオリンピック大会で展開された環境啓発活

動に着目し、会場の視察を通して大会組織委員会が推進する環境対策についてその実際を把握

する。さらに地球環境問題研究の一領域として位置づけられる環境倫理学に関する規範的論点



から、2021 年に延期された Tokyo 2020 大会に向けて、スポーツと環境の持続可能性を目指す

ための道筋について概観しようとするものである。 

 
４．研究成果 

（１）環境倫理学における指摘 

近年、環境の持続可能性を考慮して実施されるスポーツ活動の在り方について提案がされてい

る。これまで自然を人間にとって都合のよい状態に創り変えていくことに価値が置かれてきた

ように、経済成長のみを重視したインフラ投資が質より量の方に大きな強調が置かれた近代社

会の発展によって環境破壊が誘発されたことにある。こうした状況について「環境倫理」の観

点から概観すると、拡大や前進といったこれまでの価値観に異議が唱えられ、人間中心の価値

観から脱却する必要性が求められてくる。 

例えば、環境倫理の再考について牧野は、「哲学や倫理学の抽象的原理を環境問題に『適応』

したり、『適用』するという発想ではなく、環境破壊の現実から学び、自然科学や社会科学と

も共同する哲学や倫理学の研究でなければならなく、環境の危機が深刻なだけに、それに対応

できる現実的な環境倫理学を再構築することは急務である」と述べている。さらに、環境の社

会的倫理の確立のために「重要なことは、社会問題としてとらえ、その社会的解決をはかるこ

とである。またそのような人間の社会的債務を明確にすることである」iともいう。 

人々の地球環境問題への関心の高まりに呼応するように、環境についての哲学的、倫理的考察

は極めて重要かつ、早急な対応を迫られている。なぜならば、環境倫理とは人間と自然との関

係性について検討し、「環境」に関する人間社会の活動がどうあるべきかを問うものだからで

ある。したがって、スポーツを取り巻く環境対策はどうあるべきかについても、環境倫理のな

かで扱われるテーマになるはずである。 

 

（２）オリンピックと環境問題 

環境保全に対する国際的な潮流に呼応して、国際オリンピック委員会（IOC）は 1990 年代初

頭から「スポーツ」、「文化」に続いて「環境」をオリンピズム（オリンピック精神）の 3本

柱とし、スポーツ競技団体の社会的責任として地球環境への最大限の配慮のもとでオリンピッ

ク競技大会を行うことを公表した。そして、翌年には、IOC の個別委員会のなかに「スポーツ

と環境委員会」を発足させ（2015 年に「持続可能性とレガシー委員会」へと改組）、スポーツ

界でも環境に対して取り組んでいく必要があると、独自に「オリンピックムーブメンツアジェ

ンダ 21」を策定し、持続可能性に対する責任を明確化している。 

例えば、オリンピック開会式のプログラム内容を概観しても、そこには環境破壊を阻止するた

めの保護や保全をはじめ、平和への希求、さらに貧困層や社会的に疎外された人々の生活を改

善することなど、「オリンピズム」という教育的理念が多局面に発信されている。 

このように人類の生存と繁栄にとって差し迫ったグローバルな課題に関心を高められれば、開

会式を通じた教育運動として、真のオリンピック精神を理解する契機となるだろう。この観点

からすれば、オリンピック・ムーブメントの教育機能として開会式に着目することは重要な点

であると考えられる。 

 

（３）オリンピック関連大会における環境保護のための取り組み 

まず YOG における Culture and Education Program (CEP）の内実や、開会式に焦点を当て述

べる(2018/ブエノスアイレス）。YOG が他の競技大会と異なる点は、競技と並行して参加選手

への教育及び文化的な活動プログラムが含まれている点にある。IOC はその意図として、参加



選手には大会全期間中、選手村に滞在させ、多様なプログラムの体験を通じて世界各国・地域

からの参加者らと国際親善や友好を深めるなかで、人間形成を促すことを狙いとしている。大

会当初は環境について学べる機会が提供されていたものの、大会を重ねていくごとに、選手を

対象にした教育プログラムの内容が、フェアプレーや八百長の防止、アンチドーピングに関す

る情報提供、さらにあらゆるハラスメントに焦点を当てたアスリートへの注意喚起、トレーナ

ーから効率の良いトレーニングの方法やリカバリーについて、デジタルソーシャルメディアを

最大限に活用して発信することを学習するメディアトレーニングの企画など、若手エリートア

スリートへの技術的な支援に傾向している感は否めない。 

特に若い世代へオリンピック教育の重要性を認識させ、継続した実践を重ねていくことが YOG

に求められる役割である。今一度、「文化・教育プログラム」実施の意義を再考し、YOG 大会

組織委員会が実践的かつ戦略的な計画を立て、IOC もそれを支援することが「オリンピックの

持続可能性」といった未来への展望をもたらす。すなわち、それらを推進していくことがクー

ベルタンの理想を出発点とした、「スポーツを文化と教育と融合する」というオリンピズムの

指針を体現することに繋がるのではないだろうかiiiii。 

次に、直近のオリンピック大会における環境への取り組みについて述べる（2016/リオデジャ

ネイロ、2018/平昌）。 

大会組織委員会による環境面の取り組みは、オリンピック大会の開催に向けて温室効果ガス排

出量の削減や再生可能エネルギーの導入、持続可能な施設の建設、環境に配慮した輸送インフ

ラの整備、生物多様性の保全、自然の復元など、その活動は多岐にわたる。なかでも、来場者

が会場までの移動等により生じる二酸化炭素排出量を金額に換算し、自然再生エネルギーへの

投資を促すカーボンオフセットの仕組みのように、参加者を巻き込む啓発活動はユニークな事

例として挙げられる。今後も都市の再開発等に伴い、オリンピック大会が環境に悪影響を与え

ることなく、むしろ環境を整備、改善し、都市の緑地化といったような緑のレガシーを残し、

さらに世界に向けて健全な環境の必要性に対する認識を高め、徹底することが、より一層求め

られるivv。 

 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会が公表している持続可能性コンセプト

をみても、今日の持続可能性の概念は環境負荷の最小化や自然との共生、環境意識の啓発な

ど、これまでの環境の側面だけではなく、人権や労働環境への配慮、サプライチェーンの管理

などまで意義が拡大していることが分かるvivii。今後、オリンピックに注がれる世界の目はさら

に厳しさを増していくだろう。将来にわたりオリンピックの大会自体を持続可能なものにして

いくためには、世界に向けて健全な環境の必要性に対する認識を高め、徹底するとともに、環

境問題を含めた広範な社会問題に対する配慮や取り組みがより一層求められていくことに違い

ない。 

これまで YOG や直近のオリンピック大会での一連の環境対策を概観したが、長期的な展望を欠

いたインフラ整備や景気浮揚策のみの短期志向の戦略展開といった一過性のものではなく、環

境保全を考慮した節度ある開発によって「どのような長期的な遺産を遺せるのか」という視点

を明確にしておく必要がある。もしも、持続可能性に配慮しない行為があれば大会の評価に大

きな影響を及ぼすだけではなく、オリンピック・パラリンピックの価値を棄損することにもつ

ながりかねない。 

「地球環境」と「スポーツ」の関係において鍵となるものはやはり、「持続可能性」である。こ

れからのスポーツ開発がどのようなものであれ、環境へのダメージを最小限（ミニマム・インパ



クト）にし、環境の認識が最優先されなければならない。さらに、現在の廃棄型から持続可能型

のスポーツへの転換が必要である。しかし、未だスポーツ界は、「環境」を保つためにせめてミ

ニマム・インパクトを心掛けるということにとどまっている。 

今、私たちに問われているのは、「人類と地球」との関わり方である。「スポーツと環境の

関係」にとどまらず、もはや「スポーツと環境の持続可能性」について問われている。まず

は、自分たちが地球に与える広範な影響を意識しながら、自らの行動が環境をどのように左右

しているのかを知ること、そしてそれら及ぼされている影響を未然に防げる行動を取ることが

大切だ。早急にスポーツによる環境破壊と、環境によるスポーツ破壊を防ぐために各々が責任

ある解決策を見出す必要がある。 

今後、我が国でも「スポーツの振興」と「自然環境の保全」との調和を目指すための試みに

ついて検討する際には、地球環境や自然環境が適切に保全され、将来の世代が必要とするもの

を損なうことなく、現在の世代のニーズを満たす「環境の持続可能性」という概念が経済や産

業界からもますます注目されることになるだろう。まさに自然と人間との関わりを再考する際

には持続可能性が肝要であり、それは単に利潤の獲得のためばかりでなく、将来を見通すため

のキー概念として重要な意味を有する。地球環境問題はグローバルであるが、その解決の糸口

はローカルである。このように、スポーツを通じて様々な問題について取り組んでいくこと

は、スポーツの重要性を再認識させるだけでなく、スポーツ界だけの変革に止まらず、持続可

能な社会を実現させることにも繋がっていく。さらに地球環境を守ることの大切さを発信する

試みは、スポーツと環境の関わり方を改めて考える機会を得ることができ、スポーツや体育の

研究分野においても重要な意義を持つものであると捉えることができる。 
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